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凡例




これは「暮春揷話」（大正十三年六月一日　明窓社刊）所収のものを電子書籍にしたものです。

底本の表記は、旧字体旧仮名遣いであり、これに従いましたが、一部の旧字体はやむを得ず新字体を使用した場合があります。

なお、たとえ現代において不適切とされる表現がみられる場合でも、原文のままにしています。

涼と凉の混用は底本のままにしました。明らかな誤植・脱字は断り無く訂正しました。








鷹爪花







　鳳山——臺灣南部の古い都市——を見物に行つた時だ。陳といふ人の案內であつた。二十六七の靑年だ。やはり同姓の陳といふ人が鳳山にゐる。そこへ遊びに行つて見ようといふのである。

　八月末のことであつた。もう凉風が立つてゐたらうて？　場所は臺灣だよ。臺灣の涼風はおそらく二月末にでもなつたら（！）吹くだらう。

　鳳山の陳は米屋であつた。支那風の家屋の米屋の二階だ。米屋の二階の夏と言へば、それだけでも、もう暑さはたつぷりの氣がするだらう。狹つ苦しい部屋なのだ。風は死んでゐた。「暑い」と互に挨拶をするけれども、事實は、彼等はさうそれを苦にしてはゐないらしいのだ。その暑さにビールを飮ませるのだ。それや渴を醫すにはいいだらうが、それ以上にあとから汗を發散するのにもつと有力だ。だから、僕は辭退するけれども彼等はなか〳〵聞かない。たうとうコツプに三杯ほど飮まされちやつた。さてこれから晝寢でもして、夕方にそこらをぶら〳〵して見ようかなどと言つてゐるところへ來たのがひとりの憲兵だ。

　すると、主人でない方の陳が、少し暑いけれどもこの近くの尼寺があるから行つて見ようと言ふ。さうして俥を二臺命じた。どうも憲兵が來たので仕方がなくその部屋から出なけれやならなくなつたやうな事情らしいから、僕もいやとは言はなかつた。幌をした俥の中の暑さは論外だが、そのうちにどこかで遠雷がして來て、今まで死んでゐた風がどうやら少し動き出したらしい。

　尼寺への道には川があつて橋があつた。我々の俥の渡つたのは新らしい橋だつたが、その少し遠くに舊い橋がある。何でも古くからある有名なものださうだ。それを見ながら行くと田圃へ出た。片側はその地方特有の竹林であつた。竹の葉を動して風が來る。

　尼寺は竹林のなかにあつた。大きくないお寺だ。皆、ひる寢でもしてゐるのかひつそりしてゐる。尼寺だから男は入れないのださうだけれども、陳は金持であるし、この尼寺へ喜捨したりした事があるので、ここの一番えらい尼さんとも知り合ひだから見物できるのださうである。——つかつかと本堂へ這入つて行つた。誰も居ない。香の煙も立つてゐない。それで本堂の次の間へ行つた。そこは客をもてなす部屋である。そこにも誰もゐない。陳はその部屋へ這入るなり自分のうちのやうに氣安げにそこの長榻へ身を橫にしながら、何だか高らかに臺灣語をしやべつた。——人が出て來た。婆さんであつた。何かお世辭を言つて、お茶をくれた。僕はそのお茶を——極く熱い奴を吹きながら飮んでゐた。その時僕を陳が肘で突つついた。何かの相圖だ。目をあげると、その瞬間、陳の目が敎へたものは、本堂を通して向ふの部屋の扉のかげからちらと僕たちの方を覗いた女であつた。白い顏は印象をとらへるひまもなく、ただ水色の裳だけが眼底に搖れて殘つた。

　「陳さん——鳳山の陳さんの妹！」

　さう彼が囁いた。それから話しつづけた。

　「あの人、男を嫌ひ。それで尼さんになると言つてここへ來ました。まだ本當の尼さんではありません。——そのうちに尼さんになるでしよう。」

　それからまた陳は言つた。

　「鳳山の陳さん兄弟、男二人あります。兄さん阿片密輸人して今調べられてゐます。弟の陳さん、米のことで詐欺になる。それで憲兵さん、そのことで來たのでせう。兄さんたちよくない人でも、妹さん、おとなしい。」——そんなことを、そんな日本語で陳は言ふ。私はふと、その尼さんにならうとしてゐる友人の妹を、この陳が好いてゐるのぢやないかなどと空想してみた。陳は小柄なきやしやな美男子だつた。

　……庭の方を見ると、日が當つてゐながら、雨がぽつぽつと降り出してゐた。道理で暑いのをちよつと忘れてゐたと思つた。見てゐるうちに、急に日ざしがかげつて、大粒の雨がそれから土砂降りに落ちて來た。雷がはためいた。怖ろしくなつてどうしやうかと思つてゐるともう、日が當つて來た。何といふ氣違ひのやうなお天氣だらう。

　「ここ、臺灣でも神鳴一番よく鳴ります。このもつとさき、臺灣で一番大きな鐵橋あります、そこ、よく神鳴落ちる。今日も、きつと今日も落ちたのでせう」

　僕たちは、うそのやうな驟雨の晴れたあとの庭へ出た。竹林のかげに、芝生があつて、紅い大きな花が何と鮮やかであること！　竹の葉にはみんな露を持つてゐた。それが、ばらばらと雫くして滴つた。一つ一つの雫には虹がある。そのお伽噺のやうな花園で、陳は僕にへんな形の——佛手柑のやうな形で、しかし小指の三分の一ほどの、さうして靑い眞實に「靑い花」を搜し出して摘んでくれた——

　「この花、いい匂でせう」

　全く蜜のやうにあまつたるくつて蒸せるやうだ——

　「いい匂です。何といふ花です？」

　「鷹の爪の花——鷹爪花イヱンヌユンアンホア」

　その鷹爪花をかぎながら眞蒼な空を見てゐたら、空一杯の虹がきつかりと浮んだ。

　夢ではない。ほんとうの話だ。
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